
山口県医師会理事会 第 14回  
11月 10日 午後 5時 ～ 7時 33分 
 
木下会長、吉本・小田副会長、杉山専務理事、濱本・西村・弘山・田中(義）・萬・
田中(豊)各常任理事、武藤・田村・河村・城甲・茶川・山縣・林各理事、山本・
武内・藤野各監事 
 
 
協議事項 
１ 郡市医師会長会議について 
 12月 15日開催予定の会長会議の議題について協議した。 
 
２ 後期高齢者医療制度における健康診査の未受診者に対する受診勧奨につい

て 
 山口県後期高齢者医療広域連合では、昨年度に続き、今年度も健康診査の受

診者数の増加を図るため、未受診者に対し受診勧奨に取り組むこととしている。

今年度は送付対象者を絞り込んで、ハガキによる勧奨と封書による勧奨を実施

する。通知文書の内容については、十分改善されていないところがあるので、

次年度に向けて引き続き申し入れていくこととし、了承された。  
 
３ 山口県医師互助会事業廃止後の対応について 
 山口県医師互助会の事業が廃止されることから、山口県医師会福利厚生事業

の見直し（会員弔慰金規程の創設）、医師国民健康保険組合事業の見直し、民間

医療保険の斡旋の３つの対応策が検討された。 
 
４ 「介護職員等医療的ケア研修事業実施協議会」への参画並びに会員の推薦

について 
 介護職員等に対する医療的ケア研修事業の実施にあたり、これを円滑に進め

るための協議会への参画要請及び会員の推薦依頼があり、協議のうえ、参画す

ること及び会員を 1名推薦することとした。 
 
５ 「勤務医のための主治医意見書の書き方講習会」の開催について 
 例年開催している「主治医意見書記載医のための主治医研修会」のほか、新

たに勤務医に限定した講習会の開催について検討し、会場を病院として開催す

ることとした。 
 



６ 日本医師会主催第 2 回シンポジウム「会員の倫理・資質向上をめざして～
ケーススタディから学ぶ医の倫理～(仮)について」 
 会員の倫理・資質向上に向けた実践的な情報発信、情報交換等の場として昨

年度から日本医師会が開催しており、参加者について協議した。 
 
７ 山口県小児科医会学術講演会の名義後援について 
 名義後援することが了承された。 
 
人事事項 
１ 山口県新型インフルエンザ対策協議会委員について 
 山口県健康福祉部長より、新型インフルエンザの感染拡大を可能な限り抑制

し、感染者が速やかに必要な医療を受けられる体制等の協議を行うため協議会

を設置することから、委員 2名の推薦依頼があり、協議した。 
 
２ 「メンタルヘルス対策支援センター事業」における運営協議会委員につい

て 
 独立行政法人労働者健康福祉機構は、厚生労働省から「メンタルヘルス対策

支援センター事業」の委託を受けて事業を実施している。この事業の円滑な推

進に必要な連携を図ることを目的に、業務運営委員会が設置されることとなり

委員の推薦依頼があり、河村理事に決定。 
 
報告事項 
１ 医事案件調査専門委員会（10月 20日）  
 病院 4件、診療所 1件の事案について審議を行った。（西村） 
 
２ 郡市医師会特定健診・特定保健指導担当理事及び関係者合同会議（10月 20
日） 
 平成 22 年度の実施結果、23 年度の実施状況の報告と来年度の実施に向けて
協議した。（山縣） 
 
３ 山口産業保健推進センター運営協議会（10月 20日） 
 今年度の上半期事業報告及び下半期の事業計画について協議した。（木下） 
 
４ 山口県母子保健対策協議会不妊相談専門委員会(10月 20日) 
 不妊専門相談センター・女性健康支援センターにおける相談実績についての

報告及び不妊治療費助成事業にかかる報告があった。健康福祉センターにおけ



る不妊専門相談事業等について協議した。（藤野） 
 
５ 第 3回生涯教育委員会（10月 22日） 
 11 月、2 月の生涯研修セミナーの業務分担の確認と来年度生涯研修セミナー
の企画について協議した。（茶川） 
 
６ 第 11回全国障害者スポーツ大会：おいでませ！山口大会開会式（10月 22
日） 
 開会式に出席し、救護所等の視察をした。（城甲） 
 
７ 中国四国医師会連合連絡会（10月 23日） 
 中国四国ブロック選出の理事より各担当事業の中央情勢報告のあと、議事運

営委員会の報告等があった。（杉山） 
 
８ 第 14回やまぐち糖尿病ウォークラリー大会 
（10月 23日） 
 本会と糖尿病対策推進委員会共催。糖尿病の患者とその家族等が参加し開催

された。（弘山） 
 
９ 県民の健康と医療を考える会（10月 24日） 
 「日本の医療を守るための国民運動」の一環として受診時定額負担の導入及

び医療の営利産業化反対の決議を採択した。後日関係機関に要請活動をするこ

とになった。（田中義） 
 
10 山口県報道懇話会との懇談会（10月 26日） 
 報道懇話会加盟 7 社の参加により最近の医療を取り巻く情勢について意見交
換を行った。（田中義） 
 
11 中国地方社会保険医療協議会山口部会（10月 26日） 
 医科では新規 1件（組織変更）が承認された。（小田） 
 
 
 
12 山口県薬事功労者・献血運動推進協力者表彰式（10月 27日） 
 薬事功労者山口県知事表彰 3名、献血運動推進協力者表彰 22団体（厚生労働
大臣表彰状 2、厚生労働大臣感謝状 6、山口県知事感謝状 6、山口県献血推進協



議会長感謝状 8）の表彰式が行われ、山口県献血推進協議会長として感謝状を授
与した。（木下） 
 
13 社会保険医療担当者の監査（10月 26日・27日） 
 病院 1機関について実施され立ち会った。（萬、田村） 
 
14 山口県医師臨床研修推進センター国内外からの指導医招へい事業講演会
（10月 28日） 
 沖縄県立中部病院地域救命救急診療科部長の雨田立憲先生による「沖縄県立

中部病院での指導医の経験から～救急室（ＥＲ）研修を中心に～」の講演が行

われた。（吉本） 
 
15 全国医師会勤務医部会連絡協議会（10月 29日） 
 富山県医師会の担当により、「勤務医の働き方と生きがい（よりよい就労環境

を求めて）」をメインテーマとして開催された。午前中は横倉副会長による特別

講演｢日本医師会の医療政策について」、嘉山孝正国立がん研究センター理事

長・総長・中央病院長による特別講演「勤務医の処遇改善」、次期担当県（愛媛

県）挨拶が行われた。 午後は、日本医師会勤務医委員会報告、「東日本大震災-
現地からの報告・被災地への医療支援-｣、富永隆治九州大学大学院医学研究院循
環器外科教授による基調講演「若い外科医の過重労働と改善のための方策」と、

「よりよい就労環境を求めて」をテーマにしたパネルディスカッションが行わ

れ、最後に「富山宣言」が採択されて閉会した。参加者は 450名。（城甲、林） 
 
16 第 42回全国学校保健・学校医大会、都道府県医師会連絡会議（10月 29日） 
 静岡県医師会担当。午前中、５つの分科会が行われ、昼食時、都道府県医師

会連絡会議が開催された。午後から、「学校における検診システムの現状と課題」

をテーマに、基調講演・シンポジウムが行われ、続いて、「21世紀の幸福論－IT
は人を幸せにするか－」と題して、静岡理工科大学 志村史夫教授の特別講演が
あった。（濱本） 
 
17 県民公開講座「がんと向き合って生きる」 
（10月 30日） 
 山口大学医学部軽音楽部「Latin Echoes」の演奏をオープニングに、フォト
コンテスト表彰式と日本対がん協会会長・元国立がんセンター総長の垣添忠生

先生による講演「がんと向き合って生きる」が行われた。会場からは、がん治

療をしている夫と、どのような気持ちを持ちながら生活をしたらよいかなどの



質問がされ、盛会であった。参加者約 200名。（田中義） 
 
18 第 4回山口県糖尿病療養指導士講習会 
（10月 30日） 
 今回で今年度全 4回カリキュラムを修了。修了認定試験の受験者 212名。（弘
山） 
 
19 第 65回長北医学会（10月 30日） 
 23の会員講演と、たつき総合法律事務所の平岡 敦弁護士による特別講演「医
療と法律」が行われ、盛会であった。（杉山） 
 
20 山口県衛生検査所精度管理専門委員会 
（11月 1日） 
 平成 22年度衛生検査所立入検査の改善報告等があった。（田中豊） 
 
21 医療安全推進者養成講座（11月 3日） 
 日本医師会において、「我が国の医療安全施策の動向」等の講習及びシンポジ

ウム「医療安全の未来への展望」が行われた。（林） 
 
22 中国四国医師会連合常任委員会（11月 5日） 
 中央情勢報告の後、中国四国医師会各種研究会の運営、来年度行事の予定に

ついて報告があった。また、「受診時定額負担導入阻止」、「TPPへの参加反対」
等について協議した。（杉山） 
 
23 病院勤務医懇談会（11月 8日） 
 小田裕胤企画委員長の司会のもと、日常診療における問題点、要望事項等の

発言があり、意見交換を行った。山口赤十字病院からは、①病院勤務医の実態

と負担の軽減、②医師・看護師不足に対応したチーム医療の推進、③小児救急

医療の取り組み、④臨床研修に対する支援の 4つのテーマが出された。（田中豊） 
 
24 社会保険診療報酬支払基金山口支部幹事会 
（11月 9日） 
 審査関係訴訟事件の判決、東日本大震災に伴う診療報酬等請求支払の状況等

が報告された。（木下） 
 
25 会員の入退会異動 



 入会 7件、退会 3件、異動 7件（11月 1日現在会員数：1号 1,308名、2号
947名、3号 409名、合計 2,664名）。 
 
26 会報掲載記事予定 
 12月号、1月号の会報掲載記事と執筆者の予定が報告された。（田中義） 
 
医師国保組合理事会 14回 
１ 平成 24年度事業の見直しについて 
 山口県医師互助会事業廃止に伴い、75歳未満の甲種組合員について、傷病手
当金制度の創設と葬祭費の支給額の増額について協議。来年２月の組合会に規

約の一部改正として議案を上程することを決定した。 
 
２ 全医連第 41回（臨時）理事会について 
（11月 2日） 
 三師会の決議の取り扱いについての協議や全医連第 49回全体協議会決議文の
送付先について等の報告があった。（木下）  
 
３ 第 10回「学びながらのウォーキング大会」について 
 11月 23日（水・祝）に岩国市で開催する大会の役職員業務分担等について協
議した。 
 
４ 傷病手当金支給申請について 
 1件について協議、承認。 
 
 
 


